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● 場 所 　 　 駒 の 里 ふ れ あ い セ ン タ ー

川西赤十字病院川西赤十字病院

病院祭のお知らせ病院祭のお知らせ
● 開 催 日 　 平 成 2 9 年  1 0 月  2 8 日 　 土 曜 日

1 1 ： 0 0 ～ 1 5 ： 0 0 ま で ( 予 定 )● 時 間

講演「川西赤十字病院医療提供計画について」当院院長　田村泰夫

シンポジウム(公開討論会)「地域医療について」
　　　・コーディネーター　
佐久総合病院診療部長　北澤彰浩　氏　
　　　・シンポジスト
当院院長　田村泰夫　
佐久市市民健康部健康づくり推進課課長　佐々木和弘　氏
柳澤医院院長　柳澤伸孔　氏
浅間総合病院地域医療室医療相談係長　小林智恵子　氏

●佐久市赤十字奉仕団
　・災害時炊き出し
●川西消防署
　・消防車ふれあい体験
●災害時無線体験
●災害救護パネル展示
●救援物資展示
●救急法体験
●子供用救護服、
　看護師服、試着体験
●無料風船配布
●スタンプラリー
　　　　　　・・等々

白鳩幼稚園、マーチングバンド演奏
佐久市立浅科中学校吹奏楽部、演奏

健康・栄養相談
血管年令・骨密度測定

13:00～13:20

14:30～15:00

13:30～14:20

　常日頃、当院に暖かなご支援をいただきありがとうございます。
今年より「交流ひろば」を「川西赤十字病院　病院祭」と名を改め、
内容も大幅刷新して開催することとなりました。
　当院の理念に「地域住民と生きている喜びをわかちあえる医療」が
あります。その趣旨に沿ってさらに地域の皆様と一体となって歩いて
いきたいとの思いから、病院祭を企画いたしました。ご家族、ご近所
の皆様をお誘いの上お気軽にお出掛けください。
　大勢の皆様のご来場を心よりお待ちしております。

11:00～12:30

※血管年令・骨密度は人数
　制限がございます。
　受付時整理券をお配りい
　たします。

ホームページアドレス
http://kawanishi.jrc.or.jp
メールアドレス
kawanishi-med-jrc@shore.ocn.ne.jp
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９
月
９
日
は
「
救
急
の
日
」
で
し
た
。

救
急
の
日
は
、
救
急
業
務
及
び
救
急
医

療
に
対
し
て
皆
さ
ま
の
理
解
と
認
識
を

深
め
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
救
急
医

療
関
係
者
の
意
識
の
高
揚
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
昭
和
57
年
度
に
定
め
ら
れ
、

以
来
、
９
月
９
日
を
「
救
急
の
日
」
と

定
め
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
「
救
急
の

日
」
を
含
む
１
週
間
を
「
救
急
医
療
週

間
」(

今
年
は
９
月
３
日
か
ら
９
日
ま
で

で
し
た)

と
し
て
、
全
国
各
地
で
応
急
手

当
の
講
習
会
な
ど
、
救
急
に
関
す
る
様

々
な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

�

当
院
も
、
川
西
消
防
署
と
合
同
で
救

急
法
講
習
会
を
佐
久
市
望
月
総
合
支
援

セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

合
同
救
急
法
講
習
会
は
、
２
部
に
分
け

て
行
わ
れ
、
第
１
部
で
は
川
西
消
防
署

が
担
当
し
「
心
肺
蘇
生
及
び
自
動
体
外

式
除
細
動
器
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
に
つ
い
て
」

講
習
を
行
い
、
第
２
部
で
は
当
院
が
担

当
し
「
傷
の
手
当
て
に
つ
い
て
」
講
習

を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
当
院
が
担
当
し
た
第
２

部
の
講
習
会
の
内
容
を
一
部
ご
紹
介
さ

せ
て
い
た
だ
き
き
ま
す
。

�

「
直
接
圧
迫
止
血
法
」
に
つ
い
て

直
接
圧
迫
止
血
法
は
、
傷
口
を
直
接
押

さ
え
て
圧
迫
す
る
基
本
的
な
止
血
の
方

法
で
す
。

�

傷
病
者
が
、
け
が
を
し
て
出
血
し
て

い
る
時
、
出
血
を
止
め
る
た
め
に
は
、

救
助
者
は
ガ
ー
ゼ
や
ハ
ン
カ
チ
、
包
帯

を
準
備
し
ま
す
。
そ
し
て
、
傷
口
に
ガ

ー
ゼ
や
ハ
ン
カ
チ
を
当
て
て
強
く
押
さ

え
ま
す
。
こ
れ
が
止
血
の
基
本
と
な
り

ま
す
。
こ
の
際
、
救
助
者
は
血
液
に
よ

る
感
染
症
を
予
防
す
る
た
め
に
ビ
ニ
ー

ル
手
袋
を
着
用
す
る
こ
と
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
も
し
、
ビ
ニ
ー
ル
手
袋
が
用

意
出
来
な
い
場
合
に
は
ス
ー
パ
ー
な
ど

の
ビ
ニ
ー
ル
袋
を
手
袋
代
わ
り
に
利
用

す
る
事
も
で
き
ま
す
。

�

「
折
り
た
た
み
三
角
巾
」
に
つ
い
て

�

三
角
巾
は
、
傷
の
大
き
さ
に
応
じ
て

使
用
で
き
、
広
範
囲
の
ケ
ガ
や
関
節
を

包
帯
し
た
り
、
手
や
腕
を
吊
る
の
に
適

し
て
い
ま
す
。
三
角
巾
を
傷
の
大
き
さ

に
準
備
す
る
際
に
は
、
衛
生
上
床
に
置

い
て
た
た
む
こ
と
は
避
け
た
い
た
め
、

両
手
を
使
い
三
角
巾
を
床
に
つ
け
ず
折

り
た
た
む
方
法
を
紹
介
し
ま
し
た
。
ま

た
、
三
角
巾
を
結
ぶ
時
に
は
結
び
方
が

悪
い
と
、
解
け
や
す
か
っ
た
り
、
逆
に

解
け
に
く
か
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
は
、
傷
病
者
に
と
っ
て
負

担
と
な
る
こ
と
も
あ
る
た
め
、
三
角
巾

を
結
ぶ
際
に
は
「
本
結
び
」
を
し
ま
す
。

��

川
西
消
防
署
と
合
同
救
急
法
講
習
会
を
行
い
ま
し
た

〜
当
院
の
救
急
法
③

�

今
回
の
合
同
救
急
法
講
習
会
に
は
、

大
勢
の
皆
様
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

�

大
切
な
家
族
や
友
人
や
職
場
の
仲
間

が
ケ
ガ
や
病
気
で
倒
れ
、
呼
吸
や
心
臓

が
止
ま
っ
た
時
。
ケ
ガ
を
し
て
苦
し
ん

で
い
る
時
。
そ
ん
な
「
い
ざ
」
と
い
う

時
に
備
え
て
、
皆
さ
ま
が
応
急
手
当
の

技
術
を
身
に
つ
け
、
救
急
車
が
到
着
す

る
ま
で
応
急
手
当
や
救
命
処
置
を
行
う

事
が
で
き
る
よ
う
活
動
を
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

★
日
本
赤
十
字
社
で
は
「
い
ざ
」

と
い
う
と
き
に
役
に
立
つ
救
急
法

講
習
会
を
定
期
的
に
開
催
し
て
お

り
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
、

日
赤
長
野
県
支
部

　
　
　
　
　
　
事
業
推
進
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
電話026-226-2073

三角巾の使い方の一例

川西消防署隊員の皆様と
総合支援センターにて

応
急
処
置
の
万
能
選
手
、

三
角
巾
の
中
空
た
た
み

ほんの



　

当
院
の
入
院
病
棟
は
急
性
期
の
患
者

様
を
受
け
持
つ
「
一
般
病
棟
」
と
、
比

較
的
症
状
が
安
定
し
て
い
る
患
者
様
用

の
「
療
養
病
棟
」
を
有
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
も
う
一
つ
、
「
地
域
包
括
ケ
ア

病
床
」
も
平
成
27
年
よ
り
立
ち
上
げ
ま

し
た
。 包

括
ケ
ア
病
床
っ
て
何
？

は
じ
め
に

　

地
域
包
括
ケ
ア
病
床
と
は
、
急
性
期

治
療
を
経
過
し
、
病
状
が
軽
快
、
安
定

化
し
た
患
者
様
に
対
し
て
、
当
院
で
も

う
少
し
様
子
を
見
な
が
ら
、
在
宅
や
施

設
へ
の
復
帰
に
向
け
、
医
療
管
理
、
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
退
院
支
援
を
行

う
病
床
で
す
。

よ
く
聞
か
れ
る
言
葉
が

　
　
　
　
　
　
「
そ
れ
っ
て
何
？
」

こ
の
よ
う
な
患
者
様
が
対
象
で
す

①
入
院
治
療
に
よ
り
状
態
は
改
善
し
た

　

が
、
当
院
に
て
、
も
う
少
し
経
過
観

　

察
が
必
要
な
方
。

②
入
院
治
療
に
よ
り
症
状
が
安
定
し
、

　

在
宅
復
帰
に
向
け
て
積
極
的
な
リ
ハ

　

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要
な
方
。

③
在
宅
で
の
療
養
準
備
が
必
要
な
方
。

　

実
際
に
包
括
ケ
ア
病
床
へ
移
動
す
る

手
順
を
説
明
し
ま
す
。
一
般
病
棟
よ
り

包
括
ケ
ア
病
床
へ
転
棟
し
て
い
た
だ
く

場
合
は
、
主
治
医
が
判
断
し
、
患
者
様

と
ご
家
族
に
提
案
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
ご
了
承
頂
け
た
場
合
、
包
括
ケ
ア

病
床
に
移
動
し
、
継
続
入
院
と
な
り
ま

す
。

主
治
医
が
提
案
し
ま
す

　

入
院
期
間
は
、
約
１
ケ
月
前
後
を
目

安
に
、
状
態
に
応
じ
て
変
動
し
ま
す
。

退
院
後
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す

ど
の
く
ら
い
入
院
で
き
る
の
？

★
要
は
急
病
か
ら
回
復
し
た
時
点

で
次
の
段
階
（
自
宅
療
養
か
施
設

等
入
所
か
）
で
の
選
択
に
苦
慮
さ

れ
る
患
者
様
や
そ
の
ご
家
族
様
の

た
め
に
、
色
々
準
備
、
提
案
等
を

す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

�

地
域
包
括
ケ
ア
病
床
で
は
、
転
棟
後

早
期
に
初
期
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
行
い

ま
す
。
医
師
・
看
護
師
・
リ
ハ
ビ
リ
・

在
宅
支
援
を
担
当
す
る
者
等
で
計
画
し
、

患
者
や
ご
家
族
の
思
い
も
含
め
、
目
標

を
決
め
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、
退
院

支
援
、
退
院
後
の
ケ
ア
に
つ
い
て
検
討

し
ま
す
。

�

退
院
に
あ
た
り
、
家
屋
の
改
修
、
福

祉
用
具
の
購
入
、
施
設
へ
の
入
所
、
通

所
等
の
サ
ー
ビ
ス
が
必
要
と
な
る
場
合

は
、
介
護
保
険
の
申
請
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
た
め
の
手

続
き
の
相
談
等
医
療
と
介
護
の
連
携
を

行
い
ま
す
。

　

病
床
で
は
専
従
の
リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ

フ
が
家
庭
で
の
生
活
に
応
じ
た
動
作
を

中
心
に
訓
練
を
し
ま
す
。

　

必
要
に
応
じ
て
お
住
ま
い
を
訪
問
し
、

住
宅
改
修
の
相
談
や
退
院
後
の
生
活
の

ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま
す
。
退
院
後
の

生
活
に
家
事
が
必
要
な
方
は
入
院
中
、

実
際
に
調
理
練
習
等
を
行
い
、
専
門
ス

タ
ッ
フ
が
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま
す
。

�

　

必
要
時
、
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
等
の

外
部
関
係
者
を
交
え
、
担
当
者
会
議
を

開
き
、
退
院
後
の
生
活
が
ス
ム
ー
ズ
に

開
始
で
き
る
よ
う
、
最
終
打
ち
合
わ
せ

を
行
い
ま
す
。

�

地
域
包
括
ケ
ア
病
床
入
院
時
に
ご
説

明
し
た
入
院
期
間
を
目
安
に
機
能
訓
練

や
ご
家
族
の
介
護
サ
ポ
ー
ト
の
準
備
、

サ
ー
ビ
ス
体
制
が
整
っ
た
ら
退
院
と
な

り
ま
す
。

�

患
者
様
が
当
院
の
包
括
ケ
ア
病
床
を

利
用
さ
れ
た
ケ
ー
ス
の
中
で
、
最
初
は

歩
け
な
か
っ
た
患
者
様
が
、
当
院
の
リ

ハ
ビ
リ
を
行
う
中
で
、
歩
行
器
を
使
用

し
な
が
ら
歩
行
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

り
、
オ
ム
ツ
を
使
用
し
て
い
た
患
者
様

が
、
ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ
レ
で
排
泄
が
可

能
に
な
る
等
、
高
齢
の
患
者
様
で
あ
っ

て
も
、
大
き
く
状
態
が
改
善
し
、
喜
ん

で
い
た
だ
い
た
患
者
様
も
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
。

�

最
後
と
な
り
ま
す
が
、
地
域
包
括
ケ

ア
病
床
で
は
、
患
者
様
、
ご
家
族
が
退

院
後
安
心
し
て
生
活
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
支
援
す
る
病
床
で
す
。
私
た
ち
は

多
職
種
共
同
の
チ
ー
ム
医
療
で
患
者
様
・

ご
家
族
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す
。

�

心
配
や
不
安
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら

何
な
り
と
病
棟
ス
タ
ッ
フ
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

�

主治医が患者様や
ご家族に提案

家庭でのリハビリも
勘案

退院後の
アドバイス
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健
康
診
断
の
ご
案
内

医
療
社
会
事
業
課

　

高
齢
化
社
会
を
迎
え
て
、
病
気
の
早

期
発
見
は
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。
同
時
に
健
康
に
対
す
る
関
心

も
高
ま
り
、
い
か
に
健
康
的
で
快
適
な

生
活
を
送
る
か
が
、
避
け
て
通
れ
な
い

課
題
と
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

皆
様
は
ご
自
身
の
身
体
の
こ
と
に
つ

い
て
き
ち
ん
と
把
握
し
て
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
で
し
ょ
う
か
？
。
私
た
ち
の
身

体
は
、
体
調
が
優
れ
な
い
時
は
も
ち
ろ

ん
、
調
子
の
悪
さ
を
感
じ
な
く
て
も
、

知
ら
ず
知
ら
ず
の
内
に
病
に
冒
さ
れ
て

い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

高
血
圧
、
動
脈
硬
化
、
糖
尿
病
、
痛

風
等
の
成
人
病
は
症
状
が
現
れ
て
か
ら

で
は
治
療
が
難
し
く
な
る
こ
と
が
多
く
、

早
期
発
見
が
何
よ
り
も
大
切
で
す
。

�

定
期
的
に
ご
自
身
に
合
っ
た
健
診
を

受
診
し
、
自
ら
の
健
康
状
態
を
チ
ェ
ッ

ク
さ
れ
る
こ
と
を
、
是
非
お
勧
め
し
ま

す
。

　

当
院
で
個
人
向
け
、
企
業
向
け
に
実

施
し
て
い
る
健
診
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

◆
人
間
ド
ッ
ク(

日
帰
り)

�
当
院
で
受
診
で
き
る
健
診
の
う
ち
、

最
も
検
査
項
目
が
多
い
の
が
人
間
ド
ッ

ク
で
す
。
生
活
習
慣
病
な
ど
病
気
の
早

期
発
見
か
ら
、
医
師
に
よ
る
健
康
へ
の

ア
ド
バ
イ
ス
。
管
理
栄
養
士
に
よ
る
栄

養
指
導
等
、
身
体
を
総
点
検
し
な
が
ら
、

皆
様
の
健
康
づ
く
り
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま

す
。

�

ま
た
、
身
体
で
不
安
な
点
が
あ
れ
ば
、

ご
希
望
の
オ
プ
シ
ョ
ン
検
査
を
実
施
す

る
こ
と
に
よ
り
、
さ
ら
に
詳
細
に
健
康

状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
が
可
能
で

す
。

　

日
帰
り
人
間
ド
ッ
ク
は
、
約
6
時
間

で
終
了
す
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
気
分
で
、
１
日
ゆ
っ 病魔は人知れず忍び寄ってきます

メタボ

そ
ぉ
〜
っ
と
・
・

く
り
休
養
し
て
い
る
感
じ
で
、
検
査
・

診
察
が
終
わ
る
よ
う
に
、
ス
タ
ッ
フ
一

同
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
ま
す
。

　

日
常
生
活
で
身
体
に
不
調
を
感
じ
て

い
な
い
方
も
、
隠
れ
た
病
や
今
後
の
健

康
管
理
の
た
め
に
、
年
に
一
度
は
人
間

ド
ッ
ク
を
受
診
す
る
事
を
お
す
す
め
し

ま
す
。

◆
生
活
習
慣
病
予
防
健
診

　
　
　
　
　
　
　
　

(

一
般
健
診)

　

35
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
全
国
健
康
保

険
協
会(

協
会
け
ん
ぽ)
加
入
者
が
受
け

ら
れ
る
健
診
で
す
。

�

名
前
の
と
お
り
、
生
活
習
慣
病(

が 案外、人は自分自身のことは気が
付かないものです

そ
ぉ
〜
っ
と

忙
し

忙
し
・
・

ん
・
メ
タ
ボ
・
心
臓
病
・
脳
卒
中
・

糖
尿
病
・
高
血
圧
・
高
脂
血
症)

の
予

防
と
早
期
発
見
を
主
旨
と
す
る
健
診
で

す
。

�

近
年
、
日
本
人
に
お
け
る
死
因
の
約

60
％
が
生
活
習
慣
病
に
よ
る
も
の
だ
と

さ
れ
て
お
り
、
死
因
の
ト
ッ
プ
３
を
占

め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
生
活
習
慣
病
の

多
く
は
、
本
人
に
自
覚
症
状
が
無
く
進

行
し
、
重
大
な
結
果
を
招
く
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　

生
活
の
乱
れ
や
体
重
・
ス
ト
レ
ス
が

気
に
な
る
方
、
ま
た
、
喫
煙
・
飲
酒
の

習
慣
が
あ
る
方
は
、
生
活
習
慣
病
予
防

健
診
を
受
診
し
、
健
康
な
生
活
を
維
持

し
ま
し
ょ
う
。



◆
特
定
健
診

�
40
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
被
扶
養
者
向

け
の
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

に
着
目
し
た
健
診
で
す
。

�

身
体
・
血
圧
測
定
、
血
液
・
尿
検
査

を
実
施
し
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ

ー
ム
か
否
か
判
定
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
医
師
が
必
要
と
認
め
た
場
合

に
お
い
て
、
貧
血
・
心
電
図
・
眼
底
検

査
も
行
い
ま
す
。

�

な
お
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
判
定
に
お
け
る
該
当
者
、
及
び
そ
の

予
備
群
の
方
は
、
特
定
保
健
指
導
を
受

け
る
事
が
出
来
ま
す
。
詳
し
く
は
、
加

入
さ
れ
て
い
る
健
康
保
険
組
合
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�

※
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
と
は
？

　
内
臓
脂
肪
症
候
群
と
も
呼
ば
れ
、
複
数
の
病

気
や
異
常
が
重
な
っ
て
い
る
状
態
を
表
し
ま
す
。

腸
の
周
り
や
腹
腔
内
に
脂
肪
が
溜
ま
り
、
高
血

圧
や
糖
尿
病
等
の
生
活
習
慣
病
の
重
な
り
が
危

険
視
さ
れ
ま
す
。

　
そ
し
て
こ
の
状
態
は
、
脳
梗
塞
や
心
筋
梗
塞

の
原
因
と
な
る
動
脈
硬
化
を
急
速
に
進
行
さ
せ

て
し
ま
い
ま
す
。

◆
個
別
健
診
・
単
独
が
ん
検
診

�

対
象
と
な
る
方
に
は
、
佐
久
市
よ
り

受
診
券
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

受
診
券
の
内
容
を
ご
確
認
の
上
、
当

院
に
お
申
込
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

検
査
項
目
は
、
受
診
券
に
記
載
さ
れ
て

い
る
項
目
の
う
ち
、
以
下
の
も
の
と
な

り
ま
す
。

�

基
本
７
項
目
（
問
診
・
身
体
測
定
・

血
圧
測
定
・
血
液
検
査
・
尿
検
査
・
心

電
図
・
診
察
）
、
胃
が
ん
検
診
、
大
腸

が
ん
検
診
、
前
立
腺
が
ん
検
診
、
肝
炎

ウ
イ
ル
ス
検
診
、
子
宮
頸
が
ん
検
診
、

肺
が
ん
検
診
。

　

な
お
、
市
町
村
の
ク
ー
ポ
ン
券
を
お

持
ち
の
方
は
、
無
料
で
受
診
で
き
ま
す
。

受診券

市から受診券が届いていませんか?

◆
婦
人
科
検
診

�

　

子
宮
頸
が
ん
は
、
症
状
が
悪
化
し

な
い
と
自
覚
症
状
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま

せ
ん
。
で
す
が
、
初
期
段
階
に
発
見
・

治
癒
す
れ
ば
ほ
ぼ
完
全
に
治
す
こ
と
が

可
能
な
が
ん
で
あ
り
、
定
期
的
な
検
診

が
非
常
に
重
要
視
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
院
で
は
、
月
に
１
度
、
毎
月
第
１

木
曜
の
14
時
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

。
　

検
診
内
容
は
、
子
宮
頸
部
の
内
診
の

ほ
か
、
子
宮
の
入
り
口
や
頸
部
の
細
胞

を
取
り
出
し
、
顕
微
鏡
で
見
る
細
胞
診

検
査
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　
　

担
当
医
師
は
、
つ
か
は
ら
ク
リ
ニ

ッ
ク
副
医
院
長
の
塚
原
み
ほ
子
医
師
が

担
当
し
ま
す
。

�

年代に関係なく
女性に忍び寄る
魔の手

女性特有のガン

◆
事
業
所
健
診

�

生
活
習
慣
病
予
防
健
診
に
該
当
し
な

い
方(

例:

35
歳
未
満)

向
け
の
健
診
で
す
。

�

こ
の
健
診
で
は
、
身
体
・
血
圧
測
定
、

血
液
・
尿
・
心
電
図
検
査
、
胸
部
X
線
、

診
察
と
基
本
的
な
項
目
を
実
施
し
ま
す
。

�

な
お
、
事
業
所
独
自
に
希
望
さ
れ
る

項
目
が
あ
れ
ば
承
り
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

�

健診の予約、
お問い合わせ等は
医療社会事業課まで
ご連絡ください
電話0267-53-3065
�

健 康 ☆
年
１
回
の
法
定
健
診
は
こ
ち
ら
☆

健
康
で
良
い
仕
事
を

-5-
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9
月
10
日
に
開
催
さ
れ
た
佐
久
市
望

月
競
歩
大
会
の
救
護
に
参
加
し
ま
し
た
。

�

30
回
目
の
記
念
大
会
に
あ
た
る
今
回

は
最
高
年
齢
者
81
歳
、
最
少
年
齢
者
６

歳
を
含
む
過
去
最
高
人
数
と
な
る
１
６

０
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

�

　

今
回
は
5
㎞
、
14
㎞
、
24
㎞
の
コ

ー
ス
が
設
定
さ
れ
て
お
り
、
朝
8
時
の

ス
タ
ー
ト
時
は
薄
曇
り
で
肌
寒
い
感
じ

で
し
た
が
、
次
第
に
雲
が
無
く
な
っ
て

い
き
、
き
れ
い
な
秋
晴
れ
と
な
り
ま
し

た
。
清
々
し
い
風
が
吹
く
中
で
参
加
者

の
皆
さ
ん
は
そ
れ
ぞ
れ
の
ゴ
ー
ル
に
向

か
っ
て
頑
張
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し

た
。

　

参
加
者
の
ス
タ
ー
ト
を
見
届
け
て
か

ら
、
14
㎞
先
の
折
り
返
し
地
点
の
一
つ

で
あ
る
抜
井
公
民
館
で
待
機
し
ま
し
た
。

こ
の
公
民
館
は
休
憩
所
も
兼
ね
て
お
り
、

冷
た
い
飲
み
物
や
果
物
等
が
準
備
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
大
会
ス
タ
ッ
フ
や
地
元

の
方
々
が
送
る
声
援
は
、
参
加
者
の
方

々
を
励
ま
し
て
お
り
ま
し
た
。

�

　

� 佐
久
市
望
月
競
歩
大
会

　
　
　
　
　
　
救
護
活
動

救
護
担
当
看
護
師
Ｔ

　

ス
タ
ー
ト
か
ら
30
分
が
経
過
し
た
と

こ
ろ
で
、
転
倒
さ
れ
た
方
が
お
り
、
抜

井
公
民
館
か
ら
３
０
０
ｍ
離
れ
た
現
場

に
向
か
い
、
応
急
的
に
傷
の
手
当
と
足

首
の
捻
挫
の
処
置
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
30
代
の
男
性
の
方
で
、
残
念

な
が
ら
、
途
中
棄
権
と
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
そ
の
後
、
医
療
機
関
を
受
診

さ
れ
た
そ
う
で
安
心
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
は
出
動
も
無
か
っ
た
の
で
、

参
加
者
の
応
援
に
徹
し
て
い
ま
し
た
。

　

日
赤
の
職
員
と
し
て
、
日
々
の
業
務

で
は
経
験
で
き
な
い
よ
う
な
貴
重
な
経

験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

��

　

�

「
敬
老
の
日
」
は
“
長
年
に
わ
た
り
社

会
に
尽
く
し
て
き
た
老
人
を
敬
愛
し
、

長
寿
を
祝
う
日
”
と
し
て
１
９
６
５
年

に
法
律
で
定
め
ら
れ
ま
し
た
。
当
院
で

も
毎
年
敬
老
の
日
に
ち
な
み
、
敬
老
会

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
、
９
月

13
日
に
開
催
し
、
約
20
名
の
入
院
患
者

様
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

敬
老
会
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
し

て
、
津
軽
三
味
線
「
陽
順
会
」
よ
り
６

名
の
方
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
演
奏
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

�

津
軽
三
味
線
は
、
青
森
県
の
津
軽
地

方
で
成
立
し
た
三
味
線
音
楽
で
、
バ
チ

を
叩
き
つ
け
る
よ
う
に
弾
く
打
楽
器
的

な
奏
法
と
、
テ
ン
ポ
が
速
く
音
数
が
多

い
楽
曲
に
特
徴
が
あ
る
よ
う
で
す
。

　

生
で
聴
く
津
軽
三
味
線
の
演
奏
は
力

強
く
、
鮮
や
か
で
、
迫
力
が
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
三
味
線
の
音
色
と
と
も
に

唄
う
「
語
り
」
は
圧
巻
で
し
た
。
伝
統

的
な
「
津
軽
じ
ょ
ん
が
ら
節
」
や
患
者

様
に
と
っ
て
も
馴
染
み
の
あ
る
「
東
京

敬
老
会
を
行
い
ま
し
た

担
当
看
護
師　
Ｍ

音
頭
」
や
「
北
国
の
春
」
を
演
奏
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
患
者

様
か
ら
は
時
折
、
手
拍
子
や
リ
ズ
ム
を

刻
む
姿
が
み
ら
れ
ま
し
た
。
最
後
の
演

奏
、
「
望
月
小
唄
」
に
な
り
ま
す
と
、

会
場
全
員
で
歌
を
歌
い
、
患
者
様
の
中

に
は
踊
る
方
も
お
ら
れ
、
楽
し
い
ひ
と

時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

�

　

普
段
治
療
に
励
む
患
者
様
に
と
っ

て
入
院
生
活
は
、
私
た
ち
の
想
像
以
上

に
ス
ト
レ
ス
や
苦
痛
を
感
じ
る
こ
と
が

多
々
あ
る
と
思
い
ま
す
。
今
回
催
し
で

患
者
様
の
笑
顔
か
ら
、
少
し
で
も
心
癒

さ
れ
る
ひ
と
時
と
な
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
感
じ
、
私
達
ス
タ
ッ
フ
も
嬉
し
く

思
い
ま
し
た
。
今
後
も
患
者
様
に
楽
し

ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
な
行
事
を
計
画

し
て
い
き
た
い
で
す
。

�
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8
月
15
日
に
開
催
さ
れ
た
榊
祭
り
の

民
謡
流
し
に
、
院
長
を
は
じ
め
と
す
る

当
院
ス
タ
ッ
フ
総
勢
41
名
で
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

�

当
日
は
朝
か
ら
雨
が
降
り
続
き
、
収

ま
る
ど
こ
ろ
か
雨
は
強
く
な
る
一
方
。

止
む
気
配
も
あ
り
ま
せ
ん
。
準
備
を
し

な
が
ら
『
雨
の
中
を
踊
る
の
か
な
？
』

と
心
配
と
覚
悟
を
し
て
い
ま
し
た
が
、

出
陣
直
前
ま
で
入
念
に
練
習
を
す
る
ス

タ
ッ
フ
も
い
ま
し
た
。

　

今
年
か
ら
照
明
の
関
係
で
30
分
繰
り

下
げ
て
の
ス
タ
ー
ト
だ
っ
た
の
も
幸
い

し
て
か
、
当
院
に
晴
れ
男
、
晴
れ
女
が

多
か
っ
た
か
ら
か
開
始
前
に
雨
が
止
ん

だ
の
で
す
。
先
ほ
ど
ま
で
の
心
配
も
ど

こ
へ
や
ら
、
ス
タ
ッ
フ
の
気
合
も
入
り

ま
す
。

　

大
勢
の
方
々
が
行
き
か
う
街
道
沿
い

に
は
露
店
が
立
ち
並
び
、
子
供
た
ち
で

賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
19
時
50
分
に
望

月
小
唄
の
冒
頭
、
三
味
線
が
鳴
り
始
め

い
よ
い
よ
民
謡
流
し
が
ス
タ
ー
ト
で
す
。

は
じ
め
は
流
れ
に
つ
い
て
い
く
の
が
大

変
で
し
た
が
、
打
ち
上
げ
花
火
を
横
目

で
見
な
が
ら
沿
道
で
患
者
様
や
地
域
の

榊
ま
つ
り
民
謡
流
し
に
参
加
し
ま
し
た　

方
々
に
応
援
の
言
葉
を
い
た
だ
き
な
が

ら
踊
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
中
に

は
「
一
緒
に
躍
ら
せ
て
く
だ
さ
い
。
」

と
い
う
少
女
の
飛
び
入
り
参
加
も
あ
り

ま
し
た
。
数
あ
る
連
の
中
で
当
院
で
踊

り
に
参
加
し
た
い
と
声
を
か
け
て
い
た

だ
き
と
て
も
嬉
し
く
感
じ
ま
し
た
。
参

加
し
た
ス
タ
ッ
フ
か
ら
は
『
楽
し
か
っ

た
』
『
踊
り
足
り
な
い
』
と
い
う
感
想

が
あ
り
ま
し
た
。

�

当
院
ス
タ
ッ
フ
の
踊
り
は
い
か
が
だ

っ
た
で
し
ょ
う
か
？

　

ま
た
来
年
度
も
当
院
の
踊
り
を
楽
し

み
に
し
て
い
て
く
だ
さ
い
。

祭
り
実
行
委
員　

Ｈ来年もがんばります！！

　

職
員
一
人
ひ
と
り
の
更
な
る
接
遇
マ

ナ
ー
の
向
上
を
目
的
と
し
て
、
患
者
サ

ー
ビ
ス
委
員
会
で
は
、
年
２
回
、
全
職

員
を
対
象
に
接
遇
自
己
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス

ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
回
７
月
に

１
回
目
の
接
遇
自
己
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

を
実
施
し
ま
し
た
の
で
、
ご
報
告
い
た

し
ま
す
。

　

接
遇
自
己
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
は
「
言

葉
遣
い
・
態
度
・
身
だ
し
な
み
」
の
３

つ
の
項
目
に
つ
い
て
、
５
段
階(

Ａ 

常

に
で
き
て
い
る
、
Ｂ 

時
々
で
き
て
い
る
、

Ｃ 

あ
ま
り
で
き
て
い
な
い
、
Ｄ 

ほ
と

ん
ど
で
き
て
い
な
い
、
Ｅ 

ま
っ
た
く
で

き
て
い
な
い)

の
い
ず
れ
か
で
チ
ェ
ッ
ク

を
行
な
い
ま
す
。

　

今
回
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
で
は
、
全

職
員
95
名
中
86
名
の
回
答
で
し
た
。

「
言
葉
遣
い
・
態
度
」
で
は
17
項
目
中
、

５
項
目
が
８
割
の
職
員
が
常
に
・
時
々

で
き
て
い
る
（
以
下
「
で
き
て
い
る
」
）

評
価
で
し
た
。
「
身
だ
し
な
み
」
は
９

項
目
中
、
ほ
ぼ
全
て
の
項
目
で
８
割
が

「
で
き
て
い
る
」
評
価
で
し
た
。
「
言

葉
遣
い
・
態
度
」
で
特
に
「
で
き
て
い

る
」
評
価
が
低
い
項
目
と
し
て
は
、

「
忙
し
さ
を
表
情
に
出
さ
な
い
よ
う
に

接
遇
自
己
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
１
回
目
の
実
施
結
果
に
つ
い
て

患
者
サ
ー
ビ
ス
委
員
会
の
活
動
③

し
て
い
ま
す
か
（
で
き
て
い
る
56
％
）
」

「
ナ
ー
ス
コ
ー
ル
や
電
話
に
素
早
く
丁

寧
に
対
応
し
て
い
ま
す
か
（
で
き
て
い

る
57
％
）
」
、
「
な
れ
な
れ
し
い
過
ぎ

る
言
葉
は
極
力
避
け
て
い
ま
す
か(

で
き

て
い
る
59
％)

」
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
今

後
の
改
善
す
べ
き
項
目
に
な
る
と
思
い

ま
す
。

　

接
遇
の
遇
と
い
う
言
葉
は
思
い
や
り

の
心
を
も
っ
て
お
世
話
を
す
る
意
味
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
相
手
を
思
い
や
る

と
い
う
言
葉
は
、
相
手
の
立
場
に
立
っ

て
相
手
の
考
え
や
気
持
ち
に
思
い
を
寄

せ
た
り
、
相
手
に
興
味
を
持
ち
関
心
を

寄
せ
る
意
味
が
含
ま
れ
ま
す
。

　

今
回
の
接
遇
自
己
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

を
通
じ
て
接
遇
の
基
本
を
も
う
一
度
確

認
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。
12
月
に
も

う
一
度
接
遇
の
自
己
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

を
実
施
し
ま
す
の
で
、
１
回
目
の
時
と

比
較
を
行
な
い
、
更
な
る
接
遇
の
向
上

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
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月 火 水 木 金 土
★第２、第4土曜日は休診日です

眼 科 午 前
9:00～11:30

長野日赤
第1・3・5週

整形外科
(リウマチ科)
(リハビリ科)

午 前
8:30～11:30

大内 悦雄 大内 悦雄大内 悦雄小諸厚生
9:00～

塩澤 律
9:30～

信州大学
 第1・3・5週

★

内 科
(循環器科)

午 前
8:30～11:30

午 後
14:30～
         16:00

田村 泰夫
稗田 宏子 稗田 宏子

米倉 宏明 田村 泰夫 第1 稗田米倉 宏明 

米倉 宏明 

田村 泰夫

外 科
(消化器科)

午 前
9:00～11:30

清水 公男 検　査 佐久総合
(隔　週)清水 公男

第3 交替制

応援医師 
全国日赤からの

応援医師 
全国日赤からの

休　診　 検　査

信大 小林

外来医師担当表

久米典彦 （9:00～11:30）

9:00～

第3週休診

泌尿器科 午 後
14:00～16:00

★ 受 付 時 間 ( 全 科 ) 　 午 前 7 : 0 0 ～ 1 1 : 3 0 ★
 　 ( 初 診 患 者 受 付 は 8 : 3 0 よ り 開 始 )

★曜日により診療開始時間が下記の時間帯になります
・整形外科　(火・第1、第3、第5土曜日）9:00～

・眼科　(第1、第3、第5土曜日)　9:00～

★水・木曜日内科午後診は14:30～16:00まで

中　山
佐久医療センター

★完全予約制★

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
ご
案
内

　
今
年
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
生
時
期
が
近
づ
い
て
ま
い
り

　
ま
し
た
。

　
当
院
で
も
左
記
の
予
定
で
予
防
接
種
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　
接
種
は
予
約
制
で
は
な
く
、
外
来
の
診
察
時
間
内

　
に
実
施
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

接
種
期
間

　
平
成
29
年
10
月
13
日
（
金
）
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
成
29
年
12
月
28
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　
　
　

接
種
日
時

　
月
曜
〜
金
曜
日　
　
　
　
　

8
時
30
分
〜
11
時
30
分
ま
で

　
第
１
・
３
・
５
土
曜
日　
　

8
時
30
分
〜
11
時
30
分
ま
で

　
水
・
木
曜
日　
　
　
　
　
　

14
時
30
分
〜
16
時
00
分
ま
で

　

お
申
し
込
み
方
法

　
・
外
来
の
診
察
時
間
内
に
直
接
「
受
付
窓
口
」
ま
で

　
　

お
申
し
出
く
だ
さ
い
。
お
電
話
に
よ
る
予
約
は
受

　
　

付
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

　
・
役
所
よ
り
「
予
診
表
」
が
送
付
さ
れ
て
い
る
方
は
、

　
　

必
ず
受
付
時
に
ご
提
示
く
だ
さ
い
。

月第1週のみ

（木曜日）9:30～


